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カり

カリマンタンというのはボルネオのイン料ネシア領

をさしていう.その東南部に優良な鉄鉱床のあること

は古くから知られていたが旧オランダ政府もこれらを

調査開発するに至ら低かったし日本軍政当時も簡単

な調査ときわめて小規模な稼行着手に終っている.そ

の後は独立したインドネシア政府を援助するという目的

で各国からの調査隊が入っておリとくに西独とソ連

からのものカ“顕著である､

鉄鉱床の露頭存在地点として知られているものはタ

ナラン江いタタサン{1プライハリ地瀞とセブク島の毒

カ所が有名で(剃葦雛蜘このう松タナランは良質

の赤鉄鉱ククサンは鉄鉱層凌たヅライハリは磁鉄

鉱夢)転有であることが特徴でそれに灰しセプタ島は

いわゆる｢ラテライ…といわれて意次,

鉱床調査の緒巣碑独緒稼行讃等ぽふみ切らなかりた

ようだがソ連はタナラ川〃)鰹炭鉱石に注簿して裂

地方の開発をインド率シア政府と契約したと闘いてい

る出ただしセブク島についてはその鉱床が｢ラテ

ライ…であるという理陶からだと思われるが余り重

マンタン

食ヅク籍の餓鉱漆

(インドネシアだより4)

潟本は独魯の立場からげヂヲイｰ閥発に注鰯し

インドネシア政府と交渉してその刹堀方面の研究を進

めてきた.昭和36年9月2目～8目には日本から一

万因ミッションとして一万問尚登斎藤憲三両国会議

員および上島大助工学博士などがイ国を訪れ交渉をよ

り具体化する段階に入った.その際イ国政府と一万

田ミッジ藪ンの間に成立した共同声明の主旨に従い現

地調査を行泳うことになったためコロンボプラン専門

家としてイ圏政府に勤務していた著者などはイ国政府

の命令にぶりてセブク島の鉄鉱床概査におもむいた.

調査者およびそグ)期間は次の通りである.

鰯麓籍

小波磁治

滅辞一彦

鏑池徽

ムクス勢

リド'ワン･マホ

ムツド

(鉱山関係コロンボプラン専門家)

(鉱山関係コ回ンボプラン専門家)

(地質関係コロンボプラン専門家)

(インドネシア国鉱山局長)

(インドネシア蔵鉱山局員)

インドネシア鉱ヨj三局長ス目一ジ邊一由ラムクスモ氏

戦時中目本軍政府の命により同本の秋田鉱劇こ留学中終戦となりその後苦学

して秋田および北大工学部鉱山学科を卒業1ヨ下イ国の国造りに努力している

サラカマン州逝口喜こんもり繁ったセブク島

河1コ付近はとても浅いので少し大きい舟は浅瀬に乗上げないよい注意

を要する�
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調査期間

ジャカルタ発明柑36年9月8日

ジャカルタ着昭和36年9月141ヨ

(その間現地セブク島は9月11目

と12目の2日間のム)

この調査の結果を以下に概報する.なお鉱石につ

いてのさらに詳糸肱鉱物学的研究結果については後で

別に報告する予定である.

地質と鉱床

セブク島の地質に関して利用し得る調査報告はまだな

い.しかしながら同島が主として第3紀の火山性堆

積岩とその基盤をなす超塩基性岩とから成っているこ

とは知られている.今回の調査でも現地2日間で

主として鉱床露頭の追跡調査を行柱ったので一般地質

そのものに関してはより詳しい資料は得ていない.

蛇紋岩あるいはかんらん岩などの超塩基性岩は同.島

の東部丘陵地によく発達し西部では第3紀火山性堆積

岩(主として凝灰岩･角礫凝灰岩などからなる)におおわ

れて河床などにほんの少し窓状の露出をする程度であ

る.狂お同島南部は主として第3紀火山性堆積岩

(石炭層を含む)の分布のみと見られる.(第2図参照)

これらの火山性堆積岩は一般に走向N20.E傾斜20.

ESを普通としている.すたわち東方へ傾いている

がその東部では基盤の超塩基性岩の分布がありその

間に断層による東部の上昇が予測される.

鉄鉱床の露頭は同島最北端のバト岬から走1句

N20㌻を保ちながら南へ連匁り同島中部の西側

議

セブク島11唯一の交遊磯関は各河川な上下するカヌｰで

ある
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サラカマンに達する.その間約18㎞そのうち今同

調査したのは次の通りである.

スンガイバリ付近の鉱床一…'セとしてスンガイバリ

部落の南側圧陵地帯に分梅しなめらかな山陵に泊って

N20.E(走向)の鉄鉱層露顕が見られこれはほぼ20叩S

の傾斜で東につっ込んでいるその西側の山腹にはたく

サラカマン1川を舟で行く調査班一行�
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セブク島鉱羽化学分析値

第1表

(鵜は星鰐灘榊レ､讐鰯鰯蜥)

��

�

���

���

�

㈱㌧�

�

＼

㌔

㌧

■一

��

��　

���

���

�����������

36.7038.1052.1052.3241.7ヨ

36･97,37･7552･5063･0040･32

������㌴���㌮�

㈬��������㈹

㈬��㌶㈬�����

�㌲���㌸����

�㌲���

�〶�〳

ナシO.11

�〰��

���㈮�

�����

��㌱㈬�

��㈬�㈮㈷

㈴〳����

｡:｡｡1｡.｡｡｡.｡｡

�����㈸����

�����㌲㈬��㌷

O.25ナシ0.24ナシO.15

�㈵�㈷�㈸����

�㌰�������㌲

�〴���〰����

ナシナシ

･････…1

���

���

㈬�㈮�

����

���㌳

���〰

ナシナシナシナジナシ

O･291

16･161

㈮�

�㈶

�㈳����

���������

���㈰㈬���

��

��

ナシ

��

��

��

��

ナシ1

��

���

�住

1.5里

��

���

���

�〰

��

㈬�

��

�㈶

��

�㈳

��

�㌰

�㈱

��

ナシ

��

��

�㌰

�〳

�佝�

�〰

ナシ

�〰�

��

��

㌢､且0

��

��

��

㈬�㈬���㈮�

�����

�������

����

�㌹�〰

5.08Ω.502,68

���㌷

����

�〴

���㈮���㈴��

��〵�����㈬�

���������

�〰

㈬���㈮���

2.48婁,282,364,72

�㌰���㌷��

�㈰���〵�〳

⑪.遂80,740,590.24

ナシナシナジナシ

��

･｡…一･･1

C.⑪1

ナシ

��

⑪.94

��

0,0唾

��

��　

��　

��　

�

�

�

ナシナジナシ

����〰��

���������

1･440･501･77iO･67

���

0.08ナシ

��

�㈲

�〶�〳

��

0,10ナシ

��

�㈴��

�㌵��

0.⑪2

����

�〰

ナシナシ

�〰�

O･080･]31

0･081

�〴���

㈬㌲

�㌱��

��

スンガイバリ部落付近の表土中鉱凋粒尋輪い鍛め

たもの

スン､カイバリ(クフアン山)鉱層露顕径慧繁ン帯ブ

リン､ク

による

スンガイバリ(クフアン山)西ぶも圭の表土

･探鉱ピント地表よりニメｰトル下にあゑ鴛｡喰

ソチ犀の繰層の平均サンプリングによ嘉

一同右ピウ歩の地表より下

二メｰトルの平均サンプリングによる

スンガイパリ(タブアン山)の

鉱石転石

任意サンプリングによる

スンガイバ聖(タブアン山)西側

■沢の中に露瑚する輝緑岩質岩

スン､カイバリ(タブアン山)の

鉱宿娠肩の

任意サンプリングによる

同右

サラカマン大きい滝の鉱層

露頭(厚さ四メｰトル)の上部の

平均サンプリングによる

同右中部の平均

サンプリングによる

同左諏,劉断-､--

サンプリングによる

サラカマンバトブラニ山頂

付近の鉱層露頭(厚さ四メｰトル)

平均サンプリングによる

バトブラニ山東北斜面の

鉱垢娠肩

任意サンプリング紀よる

右

いトブラニ山東北斜繭の表↓⊥

特に赤褐色の部分地表より…O喰ン争

の平均サン｡フリングによる

'“-8++一一

似ωee㌧｡』｡仰ω似仙φ慧･･i二uu:ρρρρ

罰罰FFAACCTTMMCMMPPNNCCCAASSHHHH

伽①⑪①⑪⑪⑪①①⑪①⑪①①①①'

バトブラニ山菜北ふもとの

鉱石転眉

任意サンプリングによる

採取カ所

と

採取条件

島鉄繊鉱陳鉱鐙一驚幾

減ン扱イバ葦鉄鉱綴

スン銀イバ聖鯨孫粉鉱

繁祭災坪ン(バ1づ'賛刈;1)鉄鉱綴§､蓄棚3婁

沙警粂叩ン(大溝)織鍬鰯

繁受劣叩ン紙;緑紛繊

_し､一服qO.｣.一一_1___I.j._一

往計算では厚さはすべて4mとし比重は相当変化があるも安全をとって3とした�
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さんの鉱石転石と粉状鉱の堆積が見られる

サラカマン付近の鉱床…･バトブラニ山とサラカマ

ン川への一支流にある大きな滝の付近によくあらわれてい

るいずれもあきらかに堆積性の鉄鉱層の露頭で一般

走向N20.E傾斜20叩Sを示し層厚は平均4mと見

られるなお大きい滝のところにある鉱層ではその

下盤はあきらかに角礫凝灰岩および凝灰岩を主とする火

山性堆積岩である

これら2カ所の大きい露頭をつなぐ山陵にはこの両

者をつないで鉱層露頭の連続が見られこれの北方延長

がバト岬に達している.

品位と鉱鑑

これらの鉱床露頭のすべてについて共通な特筆事項は

厚さ4mと見られる鉱層の品位と鉱物的性質がその上

部と下部とでほとんど変化のないことである自

(第1表No.7.8.9.参照)

す祖わちいわゆる｢ラテライト｣一蛇紋岩･かん

らん岩等の超塩基性岩すなわち鉄分の比較的多い岩石が熱帯

地方の強い風化作用を受けて珪酸分アルミナ分などを洗い流

されて鉄の高品位部を生じたもののことで一般にニッケル

とクロｰムの合有が多くて通常の鉄鉱資源としては利用しが

たいものをいう一の鉱床においては地表が最も高品位

の鉄含有を示し下部になるに従って急激に鉄品位がさ

がるのが普通であるがここの鉱床にはそれが見られ

ない.この事実はこれが堆積性の鉄鉱層であることを

うらづける1つの大きい資料となるであろう.

第1表は現地で採取した試料についてインドネシア

地質調査所と日本地質調査所の2カ所で同じカ所の物を

化学分析した結果によったものである.この分析値か

らのみではセブク島の鉱床｡品位全体を決定することは

でき枢いが鉄鉱層の平均鉄1品位は少たくともFe50%

と推定することができるしまたFe55%以上の鉱石を

選ぶのに大した苦労はいらたいであろうことも推定でき

る.

クロｰムについてはCr･O･2～3%を含有するもの

が多くこれがどのような形で鉱石内に入っているかは

目下検討中であり追って別に報皆する.ニッケルは

通常α5%以下でありあまり問題に校らたい.

鉱量の計算は現在の段階では不可能であるが今回

の2日間の調査によって得た資料から考案してみると

第2表の通りになる.す匁わち確定鉱量は約

4,000万t推定および予想鉱量まで加えると数億tにな

る.なおこれの平均品位はFe50形Cr2032,5弘

Niα5%と考えてよいだろう.

成因的考案

セブク島の鉄鉱床は従来いわゆる｢ラテライト｣

すなわち蛇紋岩その他の超塩基性岩から熱帯の強い

風化作用によって珪酸分アノレミナ分などが流し出さ

れ鉄分の残留富化によって生じた鉄床とされていたが

今回の調査によって少恋くともその西部のものは第

3紀火山性堆積物中の堆積性鉄鉱層であるとの疑いが持

たれた.(ただし東部には広範囲に蛇紋岩の分布があると

聞いているのでいわゆる｢ラテライト｣鉱床があるかも知れ

ない)

その理由は

サラカマン部落の民家

雨期の出水のため床は上げている

調査班に随行の蝿地人巡査と榔絡の子供たち

(サラカマン部落で)�
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①鉱石の化学分析値によるとニッケルの含有が常に

0.5茄前後(Fe50弘前後の鉱石について)でいわ

ゆる｢ラテライト｣のように1～3%あるいはそ

れ以上もの合有が見られないこと

②磁鉄鉱･赤鉄鉱を主とする鉱石が大部分でいわゆる

｢ラテライト｣のように褐鉄鉱を主成分とする鉱石が

きわめて少ないこと

③顕著な鉱層(N20.E20.SE)の露頭が連続して見ら

れ明らかに堆積性の層状構造があること

④その鉱層の厚さは平均4mでその上都と下部とでは

鉱万の性質に変化が少なくいわゆる｢ラテライト｣

のように地表だけ良くて下部では急激に低品位下す

るという傾向が見られないこと

ライト｣鉄鉱床を形成していた,その後悔浸があり

同1時にあるいは少し後で火山活動がはげしくなリ火

山性堆積層を形成し同1時にすでにあったv'わゆる｢ラ

テライト｣鉱床からの鉄の供給を受けて鉄鉱層を生じた

と解するのがよさそうである.

この際た喧ニッケルは少なくなりク回一ムはかなリ

多く含有されたままになっているのかについては目下

未解決の研究事項として残っているほか流し出された

ニッケルのゆくえについてはニッケル鉱床の探査とい

う意味で興味深い問題を残している.また別の面か

ら見ればこれらが鉄鉱層であるという断言を行なうまで

にはいまだ資料不足の感がありあるいは細長く貫入

または断層によって露出した蛇紋岩の｢ラテライト｣化

によるものであるかもしれない点などかなりの問題を

残している.

⑤鉱層の下盤には凝灰岩および角礫凝灰岩を主とする

火山性堆積層が見られること

などである.

Lかしながらクロｰムの含有量はいつもかなり多く

Cr2032～3%を普通とする.このクロｰムは蛇紋

岩などの超塩基性岩よりきたものと解するのがよくま

た鉄鉱層をはさむ火山性堆積層の下盤には超塩基性岩が

存在することからしてこの鉄鉱層の鉄の起源を前第3

記す汝わち第3紀の海浸以前のV･わゆるrラテライ

ト｣鉱床と考えることが適当である.いいかえると

第3紀以前に蛇紋岩などの超塩基性岩が地表に出ていて

それが熱帯地方の強い悪化作用をうけいわゆる｢ラテ

サラカマン部落での浅井氏

探鉱と採鉱

上記の如くセブク島の鉱床についてはいまだ十分狂

調査が行なわれておらずわずかな資料から推定してい

る段階で近い将来本格的な鉱床調査を実施しその結

果をまって企業の立案をすることが望ましい､またそ

のほかに企業立案の予備調査が鉱1⊥1関係の専門家たち

によって行なわれるべきでイ国中央政府および地方政

庁との交渉の困難なことおよび交通運搬の不便恋こと

をのぞけばかたりよい条件で探鉱･採鉱ができると思

われる.

おわリに

以上を要約すると

1.この報告はセブク島現地2日間の調査によるもので

カヌｰ1ま海に出れ呈ざツ尋秘にも便用される�
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ある

2.セブク島の鉄鉱床は古い｢ラテライト｣鉱床をその起

源とする第3紀火山性堆積岩中の鉄鉱層(N20{'E2ぴ

ES厚さ4m)とも考えられ予想鉱量まで加える

と数億トン(Fe50%NiO.5%Cr望O=2,5%)の

鉱量が考えられる

3.東部セブク島には超塩基性岩の分布が報じられている

のでこの方面では上部鉱層とは異なったいわゆる

｢ラテライト｣鉱床があるかもしれない

4.本格的鉱床調査隊の派遣が要望される

緒言としては当鉱床は現在世界に残されている鉄鉱

床としてはか狂りよいものの1つと考えられ当然稼

行価値あるものとしてその開発を待っているものであ

るということができ奉.

をそのみなもととすることには異論はたいようである

がとにかくそれが第3紀層中の鉄鉱層であるという

見方は現地の露出状態できわめて強く印象づけられる

のみでその後の室内研究ではそれを裏付けする資料

はでてこない.

最後に上記の本格的調査というのはどのようた規

模を考えたらよいのかについて私見を加えておくと

調査隊は地質技師2名測量技師2名物探技師1名

試錐技師1名化学探鉱技師1名鉱山技師1名の計

8名から編成し期間は現地4ヵ月目本出発から帰着

まで6ヵ月と考え現地の雨期の関係で5月から10月を

選ぶとよい.なお現地は非常に未開発の地点である

から食糧から日用品にいたるまですべてを携行してゆ

かなければならたいだろう.

(筆者は鉱床部金属課)

｢追記｣飛行機によって運ばれたわずかのサンプ

ルについてのその後の室内研究一'反射顕微鏡観察とX

線回折…一によると鉱石の大部分は磁鉄鉱と赤鉄鉱か

らなりそれらを埋めて褐鉄鉱(その一部は明らかに針鉄

鉱)が入っている.また粉鉱は主として針鉄鉱からな

っていることが判明した.

なお分析値から針鉄鉱の多いサイプルにはニッケノレ

が少ない傾向が見られず粗わち風化による針鉄鉱の生

成と同時にニッケル分はたぶん珪苦土ニッケノレ鉱

(Garnierite)となって洗い流されたものであろうとの

考えは強くなってきた.

いずが､にしてもこの鉄鉱床がいわゆポラテライ■

食カwン繊滋⑳殉･潜慧鶏

大きい滝口)鉄鉱結露麟

(小池氏搬彫)

･τラニ山頂の鉄鉱腫露顕

(小池氏撮影)�




